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はじめに  

 

 本報告書は「新興国の新しい労働運動」研究会（2018～2019年度）の中間報告である。

本研究会はブラジル、南アフリカ、フィリピン、中国、インドという新興 5 か国における

労働運動に、「新しい労働運動」という視角で接近を試みる。「新しい労働運動」とは、

その担い手が必ずしも労働者だけでなく、運動の場が必ずしも（物理的な）職場だけでな

く、あるいはまた、目的が必ずしも賃金をはじめとする労働条件の改善・向上だけではな

いような労働運動を指す。社会運動ユニオニズム（ SMU: Social Movement Unionism ）とし

て論じられる労働運動も、「新しい労働運動」に含まれる。しかし実のところ、何が「新

しい労働運動」なのか、国や時代によって、また論者によって可変的である。共通するの

は、それが従前の労働運動のあり方なのか国の社会・経済運営を巡ってなのかを別として、

労働者を取り巻く困難を克服しようとする、状況打破を目指す労働運動であるという点で

ある。  

 2 年間の研究会の 1 年目である今年度は、それぞれの国で労働運動がどのように展開し

てきたが、何がその国の新しい労働運動か等、 2 年目の最終成果の準備として執筆者の関

心のままに、本中間報告の各章が取りまとめられている。試論的な部分もあるが、この中

間報告を踏まえて研究会で議論をさらに深め、 2 年目には論点を掘り下げた研究を展開し

たいと考えている。  
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